
｢民医連ここにあり｣の心意気でともに力を合わせて頑張りましょう！ ４月 1 日 号  
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３月３１日、東日本大震災医療支援の報告集

会をＦＨＫビル３階大会議室で開催しました 。

震 災 発 生 直 後 の ３ 月 １ ３ 日 に 派 遣 さ れ た 第 一

陣から、３０日に帰還したばかりの第四陣ま で

の各支援部隊が報告に立ち、被災地の大変な 実

情と支援の状況、そして急性期の対応が求め ら

れ た 初 期 の 支 援 か ら 時 間 を 経 る ご と に 慢 性 期

対 応 や 生 活 支 援 へ と 求 め ら れ る 支 援 の ス テ ー

ジが変化していることが報告されました。 

第 ４陣 の支 援 に参 加 した３年 目

研 修 医 の永 江 歩 Dr. 

支援部隊 （敬 称 略 ） 

＜第 １陣 ＞ 

有 馬 （医 師 ）、村 瀬 （看 護 ）、松 尾 （事 務 ） 

＜第 ２陣 ＞ 

佐 々木 （医 師 ）、原 口 （医 師 ）、西 山 （事 務 ） 

＜第 ３陣 ＞ 

高 畠 （医 師 ）、千 々岩 （看 護 ）、洲 崎 （事 務 ） 

＜第 ４陣 ＞ 

永 江 （医 師 ）、山 北 （看 護 ）、渡 辺 （事 務 ） 

「これぞ民 医 連 」の活 動 であ

る～鮫 島 院 長 の閉 会 挨 拶  

全 国 か ら 支 援 に 駆 け つ け た 民

医連の仲間が、自分たちで考えて

物 を 調 達 し 、「 足 浴 部 隊 」 を 作 っ

たり、肺塞栓予防の体操を行った

りしているという報告に、閉会挨

拶に立った鮫島院長は「これぞ民

医連」の活動であり、単なる医療

支援ではなく、このような支援が

で き る と こ ろ が 民 医 連 の す ば ら

しさであると強調されました。 

 ＜参 加 者 の感 想 より＞  
●報 告 を聞 いて、民 医 連 の行 動 力 、団 結 力

に感 動 した。民 医 連 の一 員 で幸 せ。 
●医 療 職 のバックアップも大 切 だと思 った。  

●院 長 が言 われた「困 難 なところに民 医 連 あ

り」という言 葉 、本 当 にそうだと思 った。 
●民 医 連 に就 職 しようと思 ったきっかけが阪

神 淡 路 大 震 災 だったことを思 い出 した。  

報 告 会 の会 場 は立 ち見 が出 る

ほどの超 満 員 に  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島第一原発からの避難者の診療対応を意思統一 

報告集会では、小西理事長（全日本民医連副会長）

より、福島第一原発からの避難者の受診に対する対応

についての提起があり、参加者一同で意思統一を行い

ました。 

以下に、小西理事長からの提起を全文掲載します。

福 島 第 一 原 発 からの避 難 者 の診 療 対 応 について 

 
２０１１年 ３月 ３１日  小 西 恭 司  

 
全 国 的 に福 島 第 一 原 発 からの避 難 者 が現 在 診 療 中 の疾 患 の継 続 診 療 や、被 曝 などを

不 安 に思 って医 療 機 関 を受 診 しています。民 医 連 の医 療 機 関 にも受 診 しています。なか

には、「よくわからないから」「被 曝 問 題 には対 応 できない」などの理 由 で診 療 を断 っている

ケースも出 ています。今 後 、全 日 本 民 医 連 の対 策 本 部 から診 療 指 針 などを出 す予 定 で

すが、当 面 以 下 のように対 応 します。 
福 島 市 などでは、避 難 者 をトリアージするために当 初 は、玄 関 で靴 などの履 物 の除 染 と

サーベイメーターによる放 射 能 の測 定 を行 った上 で更 なる除 染 が必 要 かどうかチェックし

ていたそうです。しかし１週 間 たって除 染 の必 要 な人 は一 人 もいなかったことから、その後

は、トリアージは行 っていないとのことです。従 ってトリアージは必 要 ありません。  
急 性 被 曝 症 状 はないとの事 ですので、問 題 は今 後 の晩 発 性 障 害 、特 にガンが問 題 にな

ります。今 後 、統 計 的 に福 島 第 一 原 発 周 辺 の住 民 の発 ガン率 がそれ以 外 の地 域 の人 と

比 べて優 位 に高 いということになったとき、必 然 的 に医 療 保 障 や、損 害 賠 償 の話 になりま

す。従 って記 録 が重 要 になります。  
大 事 なことは、不 安 で眠 れなかったり、血 圧 が著 しく高 くなったりしている人 がおり、よく話

を聞 いて、できるだけ詳 細 な行 動 記 録 を残 すことです。（できればだれか証 人 になれるよう

な人 がいれば聞 いておくことです。）  
１） 予 診 （問 診 ）：通 常 の問 診 とともに、３月 １１日 以 後 の患 者 の行 動 記 録 をできるだけ詳

細 に記 録 する。これは、看 護 師 やケースワーカーなどにお願 いするのがいいかもしれ

ない。 
２） 医 師 の診 察 では、よく話 を聞 いてあげる事 が重 要 です。傾 聴 共 感 。全 身 の診 察 を行

う。 
３） 血 液 検 査 などを行 い、現 時 点 での検 査 記 録 を残 しておく。診 察 の結 果 、更 なる検 査

や必 要 な処 方 などを行 う。 
４） 何 か変 わった事 があったら、また受 診 するように勧 める。  


